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【年通号数】公開・登録公報2010-011
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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月2日(2011.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振動体に振動波を生じさせ、この振動体に加圧接触する移動体を摩擦力により相対移動
させる振動波モータであって、
　前記移動体は、前記振動体に加圧接触することが可能な第１の領域と、
　前記第１の領域の周囲に配置され、前記振動体が接触しない第２の領域とを備え、
　前記第１の領域は、前記第２の領域より剛性が低く、かつ前記振動体の加圧方向に弾性
変形が可能である、
　ことを特徴とする振動波モータ。
【請求項２】
　前記移動体の前記第１の領域と前記第２の領域との間に、周方向に沿って複数の切欠き
を形成した、
　ことを特徴とする請求項１に記載の振動波モータ。
【請求項３】
　前記移動体の前記第１の領域において、前記振動体が前記移動体を駆動させる駆動方向
の剛性に対して前記駆動方向と直交する方向の剛性を低くした、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の振動波モータ。
【請求項４】
　前記移動体の前記第１の領域が、前記第２の領域に対して前記振動体の側に突出する凸
形状とされている、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の振動波モータ。
【請求項５】
　前記移動体は、前記第１の領域を複数有し、互いに駆動方向が異なる複数の前記振動体
が、前記複数の第１の領域に対して個別に加圧接触するように配置される、
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の振動波モータ。
【請求項６】
　前記移動体において、前記複数の第１の領域のうち、少なくとも１つが、他の第１の領
域に対して前記振動体の加圧方向の剛性が異なる、
　ことを特徴とする請求項第５に記載の振動波モータ。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の振動波モータは、振動体に振動波を生じさせ、こ
の振動体に加圧接触する移動体を摩擦力により相対移動させる振動波モータであって、前
記移動体は、前記振動体に加圧接触することが可能な第１の領域と、前記第１の領域の周
囲に配置され、前記振動体が接触しない第２の領域とを備え、前記第１の領域は、前記第
２の領域より剛性が低く、かつ前記振動体の加圧方向に弾性変形が可能である、ことを特
徴とする。
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